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お問い合わせは… 

お客さま用（取扱いされる方／点検・施工される方）

　　連動制御盤（蓄積式）

露出壁掛型  SASJ001B-R-1L
・この取扱説明書はいつでも使用される所に保管してください。
・この商品は定期的な保守点検を必ず行ってください。

取 扱 説 明 書

注意 安全に正しくご使用頂くために、ご使用の前に必ずこ
の取扱説明書をお読みください。
また、本文中に出てくる注意事項を注意深く読み、
よく理解してご使用ください。
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　安全上のご注意
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　連動制御盤を安全にお使いいただくために、以下の点にご注意ください。このたびは、当社の連動制御盤をご採用いただき、まことにありがとうございます。
万一の時に正しくお取扱いいただくために、この取扱説明書をよくお読みください。
なお、この説明書は大切に保管してください。

　はじめに

　安全にご使用いただくために

★ご使用前にこの「安全にご使用いただくために」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
★ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害
を未然に防止するためのものです。

★危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをした場合に生じえる内容
を、「危険」、「警告」、「注意」の3つに区分しています。

　ご使用の前に

「危険」：

「警告」：

「注意」：

取扱いを誤った場合、使用者が死亡又は重傷や傷害を負うかまたは防災機能に
致命的な悪影響を及ぼす事が想定される場合。

取扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うかまたは防災機能の一部に重
大な悪影響を及ぼすことが想定される場合。

取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うかまたは防災機能に悪影響を及ぼす
可能性がある場合、及び、防災機能を長期にわたって有効に活用する上で、ぜ
ひ守ってほしい事項。

・絵表示の見方

記号は危険・警告・注意を促す内容
がある事を告げるものです。図の中に
具体的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるも
のです。図の中に具体的な禁止内容
が描かれています。

記号は行為を強制したり指示したりする
内容を告げるものです。

注  意
機器の操作は必ず手で行ってください。
手以外の物では確実な操作ができず、また機器を破損することがあります。

火災の鎮火前に機器の復旧を行わないでください。火災状況の把握が困難になります。また、あわ
てて復旧操作をすると表示状態の再確認ができなくなり、現場調査に支障をきたす恐れがあります。

本装置の周りに物を置かないでください。
緊急時の操作に支障をきたします。

スイッチ注意灯が消灯していることを常日頃確認してください。点滅している場合は、いずれかのス
イッチがONしており、正常に動作しません。

各機器の正しい取扱いを理解し、緊急時の使用に備えてください。
緊急時の対応が容易となります。

感知器の下で多量の煙、蒸気又は高熱を発する物を使用しないでください。
非火災報【※１】の原因となります。
また、感知器に物をぶつけたり、取り外したりしないでください。失報【※2】の原因となります。
【※1】非火災報… 調理、たばこなどによる煙や熱により、火災でない場合でも煙濃度や温度が感

知器の感知レベルに達した場合に作動することをいいます。
【※2】失　　報… 感知器の設置箇所の不適切、故障等により火災を有効に感知しないことをい

います。

非火災報が出た場合はその原因を確認してください。原因が不明の場合は、保守点検契約先に点
検を依頼してください。非火災報が出た場合に、電源を切ったり、警報音を停止状態にしたまま
にすると、火災時に正常に動作せず被害を防止できなくなります。

本防災システムは施工店などと保守点検契約を結び、定期点検を行ってください。この定期点検を
怠ると火災時に正常に機能しない恐れがあります。

警   告
通常時は警報音を停止しないでください。
火災時に警報音が出ないため避難・消火活動が大幅に遅れる危険があります。

機器の異常時には、速やかに保守点検契約先に連絡してください。
異常を放置すると正常に機能しません。

修理技術者以外は本体内部に手をふれないでください。
感電・故障の恐れがあります。

防火戸、防火シャッター、防煙たれ壁などの近くに物を置かないでください。
火災時に所定の機能を発揮できず、被害が拡大する恐れがあります。

一般的な　　  感電注意
注意事項

一般的な  　　接触禁止
禁止事項

一般的な　　 アース指示
指示事項

絵表示の例
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防排煙作動中灯（赤色） 

交流電源灯（緑色） 

スイッチ注意灯（赤色）

蓄積中灯（緑色／赤色） 

異常灯（赤色） 

誤操作防止中灯（赤色） 

予備電源試験灯（緑色） 

予備電源試験スイッチ 

遮断灯（赤色） 

防排煙起動スイッチ 

警報音停止灯（赤色） 

警報音停止スイッチ 

復旧スイッチ 

遮断スイッチ 

電源スイッチ 

予備電源（蓄電池）収納部 

ディップスイッチ 

LED（L24、LFD、LDL）（赤色） 

LED（LE）（緑色） 

予備電源コネクタ 

予備用ヒューズ 

表示操作部 

コインネジ

音響孔 

キャビネット

火災時に発生する煙を感知し、
連動制御盤に信号を送ります。

注意

　１．ご使用にあたって
本製品は、火災時に各感知器より信号を受けた時、または起動スイッチが押された時に防排
煙装置（自動閉鎖装置等）を起動する連動制御盤です。
本製品に接続された各機器（煙感知器など）の概要をあらかじめ確認しておいてください。

1-1．各接続機器の概要
本装置に接続できる機器は、煙感知器、防排煙機器（自動閉鎖装置等）などです。

連動制御盤

煙感知器

防排煙機器（自動閉鎖装置等）

関連機器、外部接続機器

電源 AC100V 50/60Hz

各機器の正しい取扱いを理解し、緊急時の使用に備えてください。
緊急時の対応が容易となります。

1-2．各部の名称

外 観

　表示操作部の詳細

予備電源の接続は＋･－
を絶対に間違わないでくだ
さい。予備電源を発熱･破
裂させる原因になります。

注 意

内 部

赤 

DC24V 

赤 

－ ＋ 



警告

警告

2-1．平常時の表示

予備電源は必ず取り付けてください。
予備電源がないと停電時に機能しません。

[取扱いされる方へ]

「ピー、火災が発生しました」
を繰り返します。

表 示

接続されている防排煙機器（自動閉鎖装置等）が起動します。

防排煙作動中  灯が点滅します。

「ブー、防火シャッターが作動
しました」（工場出荷時）
を繰り返します。

防排煙作動中　灯が点灯します。

表 示

防排煙機器（自動閉鎖装置等）の起動後、以下のように表示します。
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連動制御盤が正常な監視状態にあるか、常日頃確認してください。
正常な監視状態にない場合は火災時に正しく動作しません。

　2．ご使用方法
火災発生時には警報音が鳴り、次のように動作します。
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停電時は、電源が自動的に予備
電源に切り換わり、交流電源 灯
が点滅し、30秒に1回の割合
で「ピッ」と音響が鳴動します。

予備電源はニッケルカドミウム蓄電池で、1時間監視
後、30分間作動できる容量をもっています。

停電時には

表 示

★日常は次の状態を確認してください。

表 示

正常な監視状態

2-2．火災発生時の表示

火災発生現場に急行して、安全を確かめたうえで、火災発生現場の確認、初期消火、
避難誘導、消防署への通報を速やかに行ってください。

現場の確認及び119番通報

※防排煙機器作動時の音声は変更ができます。
（  8．ディップスイッチの設定　→P.18 参照）

：「消灯」を示す。 

：「点灯」を示す。 記号説明 

：「点滅」を示す。 

交流電源 灯と、盤内LED（LE）
が点灯しています。

注：その他の表示灯は、全て消灯
しています。



火災後の処置が済み、鎮火を確認した後は以下の操作を行い、正常な監視状態に復旧させて
ください。

2-4．火災鎮火後の取扱い
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禁止 火災の鎮火前に機器の復旧操作を行わないでください。火災状況の把握が困難になります。
また、あわてて復旧操作をすると表示状況の再確認ができなくなり、現場調査に支障をきたす
恐れがあります。
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防排煙起動  スイッチを押します。

防排煙機器の復旧
作動している防排煙機器（自動閉鎖装置等）を復旧します。
※復旧方法は防排煙機器によって異なりますので、防排煙機器の取扱説明書を参照してください。

　火災起動
火災発生時には、接続されている防排煙機器(自動閉鎖装置)を起動します。
(　2-2．火災発生時の表示　　→P.6参照)

2-3．防排煙機器の起動

★防排煙機器の作動時は、再度警報を発します。

「ブー、防火シャッターが作動
しました」（工場出荷時）
を繰り返します。

表 示

防排煙作動中　灯が点灯します。

　手動起動

操 作

表 示

「ピー、ピー」を繰り返します。

防排煙作動中　灯が点滅します。

防排煙機器（自動閉鎖装置等）を手動で起動する場合は以下のようにします。

防排煙機器（自動閉鎖装置等）の起動後、以下のように表示します。

防排煙機器（自動閉鎖装置等）の起動方法は、火災起動と手動起動の2種類があります。

表 示

防排煙作動中 灯が消灯し、警報音が停止
します。

操  作

表 示
防排煙作動中　灯が点灯します。

「ブー、防火シャッターが作動
しました」（工場出荷時）
を繰り返します。

★復旧後は　2-1．平常時の表示　→P.5の確認をしてください。

※防排煙機器作動時の音声は変更ができます。
（　8．ディップスイッチの設定　→P.18参照）

復旧 スイッチを押す。



火災や異常などを知らせる警報音は、状態をわかりやすくするために電子音と音声を組み合わせ
たものになっています。警報音が鳴動した場合は、連動制御盤がどのような状態にあるかを確認
してください。
2種類以上の警報要因が発生した場合、優先度の高いものが鳴動します。

　3．警報音の停止方法

　鳴動している警報音を停止するには、以下の操作を行ってください。

【警報音の停止】

3-2．警報音の種類

★「音声フレーズなし」に設定されている場合は、表中のアンダーライン部が省略されます。

3-1．警報音の停止方法
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警報音停止  スイッチを押します。

操 作

保守、点検以外で警報音を停止しないでください。
火災時に警報音が鳴らないため、避難・消火活動が大幅に遅れる危険があります。

禁止

警報音が停止します。

・ 警報音停止 スイッチを押すと警報音が停止します。
・一度警報音を停止させても、火災や異常など他の鳴動要因が発生した場合、再度警報します。
再度、警報音停止 スイッチを押すと停止します。

・継続して警報音を停止したい場合、機器内部にあるディップスイッチの3番をONにしてください。
保守音響停止設定になります。

（　7-1．警報音停止設定(保守音響停止設定) 　→ P.16参照）

「ブー（連続音）」

音 響 状 態 優先度

低

「ブー、防火シャッターが作動しました」
　　（工場出荷時）

「ピー、ピー」

「ピー、火災が発生しました」

「ピッ」

「ブー、ブー、異常が発生しました」

「ピッ、ピッ」

「ピッ」

高

「ブー、防火戸が作動しました」

「ブー、防火設備が作動しました」

防排煙機器が作動しています
(　2-2.火災発生時の表示　→P.6参照)
(　2-3.防排煙機器の起動　→P.7参照)

防排煙起動スイッチが押されました
(　2-3.防排煙機器の起動　 →P.7参照)

感知器が作動しました
(　2-2.火災発生時の表示　 →P.6参照)

蓄積が入りました
（　4-1.蓄積機能 　→P.11参照）

異常が発生しています
（　5-1.異常時の表示 　→P.13参照）

誤操作防止機能が設定／解除されました
（　4-2.誤操作防止機能　 →P.12参照）

予備電源動作中です
(　2-1.平常時の表示　 →P.5参照)

制御回路が異常です
(　5-1.異常時の表示　 →P.14参照)



4-2．誤操作防止機能
スイッチの入力操作を無効にする誤操作防止機能を設けています。
機能設定時には、　警報音停止 スイッチ以外のスイッチ操作を無効にします。
また、　誤操作防止中　灯の点灯と　スイッチ注意　灯の点滅で設定中であることを表示します。
★ディップスイッチの操作は、電源が入った状態でも実行できます。
★火災、蓄積動作時は、自動的に解除されます。
★火災、蓄積中のときには設定ができません。

設定方法

解除方法
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表 示

4-1．蓄積機能

火災信号 第1報目 表 示
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50秒以内に第2報を受信しない場合 50秒以内に第2報を受信した場合

緑 

盤 内

ディップスイッチ2番
をONにします。

誤操作防止中 灯が
点灯、スイッチ注意
灯が点滅します。

操 作 表 示

盤 内

操 作 表 示

ディップスイッチ2番
をOFFにします。

　調理や排気、たばこなど一過性の熱や煙によって感知器が作動してしまうことによる〈非火災報〉
を防ぎ、火災警報の信頼性を高めるために感知器からの火災信号を受けてから一定時間内に再
び火災信号を受信したときに火災警報を行う〈蓄積機能〉が備えられています。

火災信号受信時、次のように動作します。

約7秒後

　4．その他の機能について

表 示

2-1.平常時の表示
→P.5参照

蓄積中 灯が消灯します。

2-2.火災時の表示　 →P.6参照

火災と判断して火災表示をします。

一度だけ 「ピッ」
と鳴動します。

蓄積中  灯が緑色に点灯します。

設定時のみ、
「ピッピッ」と鳴動します。

解除時のみ、
「ピッピッ」と鳴動します。

誤操作防止中 灯と、
スイッチ注意 灯が消
灯します。火災信号 第2報目

このとき第2報目の火災信号に備え、待機している
状態となります。

感知器が自動的に復旧され、 蓄積中 灯が赤色に
切り替わります。

赤 

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5



予備電源コネクタの未接続や、ヒューズ（FE）の断
線を監視しています。
★予備電源コネクタの未接続や、ヒューズ（FE）
の断線を検出した場合、盤面の 異常 灯が点滅し、
盤内のLED（LE）が消灯、警報音が鳴動します。

予備電源の異常

- 14 -- 13 -

　5．異常のときには
5-1．異常時の表示

感知器断線や電源、ヒューズなどの状態を常時監視し、それらの異常を自動的に検出して警
報する機能を備えています。
★異常時には、早急に保守点検契約先に修理を依頼してください。

機器の異常時には速やかに保守点検契
約先に連絡してください。異常を放置する
と正常に機能しません。

修理技術者以外の人は分解したり、修
理・改造はしないでください。故障の原因
になります。

警 告 警 告

常時、感知器配線の導通（断線または終端抵抗の未接
続など）を監視しています。
★断線を検出した場合、盤面の 異常 灯が点滅し、盤内
のLED（LDL）が点灯、警報音が鳴動します。

感知器配線の断線

回路電圧の異常

ヒューズの断線

ヒューズは必ず決められた容量のものを使用してくださ
い。それ以外のものを使用した場合、故障・発火の
原因となります。

警 告

ヒューズの交換は予備電源をはずし、電源スイッチを
OFFにした状態で行ってください。感電や短絡事故の
恐れがあります。

注 意

主回路電源として使用している24Ｖ電源回路の電圧を監
視しています。
★電圧異常を検出した場合、盤面の 異常 灯が点滅し、
盤内LED（L24）が点灯、警報音が鳴動します。

連動制御盤内のヒューズ（FD）の断線を監視しています。
★ヒューズの断線を検出した場合、盤面の 異常 灯が点滅
し、盤内のLED（LFD）が点灯、警報音が鳴動します。

制御回路の異常
連動制御盤の制御回路を監視しています。
盤面の 異常 灯が点灯し、警報音が鳴動します。

ヒューズ（FE）

盤内LED

LE

本製品に内蔵されている蓄電池は、時間
経過とともに劣化します。　
適正な状態に維持管理していくために、5年
ごとの定期交換を推奨します。

警 告

表 示

「ブー、ブー、異常が発生しました」
を繰り返します。

異常を検出した際には、異常 灯が点滅し、警報音が
鳴動します。

表 示

「ブー」（連続音）が鳴動します。

異常を検出した際には、異常 灯が点灯し、警報音が
鳴動します。

ヒューズ（FD）

盤内LED

L
2
4

L
F
D

L
D
L
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5-2．異常警報一覧

　7．保守・点検の準備
本製品には、保守・点検時に使用する保守機能を設けています。
保守・点検時の試験は感知器の加煙試験を必要とする場合もあり、原則として点検契約先か
ら派遣される点検資格者が行うことになっています。

連動している設備の内容を十分確認して操作してください。
不用意の操作は機器類に損害を与え、人に対して危害を及ぼす恐れがあります。

試験後、正常な監視状態にあることを確認してください。
正常監視状態でない場合、火災時に正常に動作せず被害を防止できなくなります。

警告

注意

7-1．警報音停止設定（保守音響停止設定）
保守・点検中、警報音を止めておきたい場合は、以下の操作を行ってください。
★ディップスイッチの操作は、電源が入った状態でも実行できます。

操 作 表 示

・解除する場合は上記スイッチをOFFにしてください。
（ スイッチ注意 灯と 警報音停止 灯が消灯します。）

①盤内ディップスイッチの3番をＯＮにします。
② スイッチ注意　灯と 警報音停止　灯が点滅します。

[点検・施工される方へ]

電源投入時には次のように表示されますので、遮断 スイッチを押して平常状態にしてください。
（　2-1．平常時の表示　→ P.5参照）

表 示

交流電源　灯、遮断　灯が点灯し、
スイッチ注意 灯が点滅します。

No. 警 報 項 目 内 容
警 報 音 響

感知器配線の断線
DLC、DL端子から終端抵抗まで
の配線の断線監視

ブー、ブー、
異常が発生しました

回路電圧の異常
DC24V電源回路出力電圧を
監視

ブー、ブー、
異常が発生しました

予備電源の異常

予備電源接続コネクタ脱落監視
予備電源用ヒューズ（FE）断線
監視
電池電圧低下の監視

ブー、ブー、
異常が発生しました

ヒューズの断線
防排煙用ヒューズ（FD）の断線
監視

ブー、ブー、
異常が発生しました

制御回路の異常 制御回路を監視 ブー（連続音）
異常 灯点灯

異 常 警 報
盤 面
盤 内

1

2

3

4

5

異常 灯点滅

LDL 点灯

異常 灯点滅

L24点灯

異常 灯点滅

LE消灯

異常 灯点滅

LFD点灯

　6．電源投入時

★電源投入時は起動 ,連動 ,移報が
遮断状態で立ち上がります。

1 2 3 4 5



　8．ディップスイッチの設定

各機能の設定をするには、ディップ
スイッチの各スイッチを押し上げます。

「防火シャッターが作動しました」
　　　（工場出荷時）

「防火戸が作動しました」

音声フレーズ接続機器例

① 防火シャッター

② 防火戸

「防火設備が作動しました」③ ①と②以外の設備

音声フレーズなし④ 全ての音声を省略する場合

本装置では盤内のディップスイッチにより、蓄積解除、誤操作防止、保守音響停止、音声切
換の設定ができます。
★ディップスイッチの操作は、電源が入った状態でも実行できます。

操 作

蓄積解除

誤操作防止機能

保守音響停止

音声切換
防排煙機器作動時の音声を切り換える機能です。
（下記 　音声切換の設定　 参照）

保守・点検中、防排煙機器（自動閉鎖装置）や外部接続機器に火災信号の移報を行わな
い場合は、以下の操作を行ってください。

操 作 表 示

7-2．起動・連動・移報遮断設定

・移報を行う場合は、再度　遮断 スイッチを押してください。
　（ 遮断 灯、スイッチ注意 灯が消灯します。）

7-3．蓄積解除設定
保守・点検中、蓄積動作を行わない場合は、以下の操作をしてください。
★ディップスイッチの操作は、電源が入った状態でも実行できます。

操 作 表 示

①盤内ディップスイッチ1番をONにします。
② スイッチ注意 灯が点滅します。

・蓄積解除設定を解除する場合は、上記スイッチをOFFにしてください。
（ スイッチ注意　灯が消灯します。）
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① 遮断　スイッチを押します。
② 遮断　灯が点灯し、スイッチ注意 灯が
　点滅します。 1 2 3 4 5

蓄積解除 
誤操作防止機能 

保守音響停止 
音声切換 

OFF

OFF

4番

ON

ON

OFF

ON

5番

OFF

ON

  　音声切換の設定
防排煙機器の作動を音声にて警報します。
ディップスイッチの4番と5番のON、OFFの組み合わせで下表のように切り換えられます。
使用する防排煙機器に合わせて設定してください。

火災回線の蓄積を解除する機能です。
（　7-3．蓄積解除設定　→ P.17参照）

盤面スイッチの操作を無効にする機能です。
（　4-2．誤操作防止機能　→ P.12参照）

警報音の鳴動を常時停止する機能です。
（　7-1．警報音停止設定（保守音響停止設定）　→ P.16参照）

1 2 3 4 5



　9．予備電源試験

予備電源試験 スイッチを20秒押し続
けます。

予備電源試験方法

予備電源試験 スイッチを押している間、
予備電源試験 灯が点灯します。

異常判定 表示

　10．回路図
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予備電源試験を強制終了し、 予備電源試験　
灯が消灯、異常 灯が点滅します。
★ 予備電源試験  スイッチの押下をやめると、
正常監視状態に戻ります。

本製品に予備電源として内蔵されている蓄電池に停電時の定格負荷を与え、予備電源の電
圧異常を調べるものです。
★試験中は 交流電源 灯が点灯したままです。また、停電時や予備電源未接続時は予備
電源試験ができません。

「ブー、ブー、異常が発生しました」
を繰り返します。

操 作 表 示正常判定

・予備電源試験は、予備電源試験  スイッチを押下している間のみ試験を実行します。
　20秒押し続けて、異常判定にならないことを確認してください。
・予備電源試験 スイッチの押下を中止した場合、試験を終了します。
・予備電源試験中に蓄積、火災、停電が発生した場合は試験を強制終了します。また、前述
の要因が継続される場合は、再度 予備電源試験 スイッチを押下しても試験を実行しません。
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本製品に内蔵されている蓄電池は、時間経過とともに劣化します。
適正な状態に維持管理していくために、5年ごとの定期交換を推奨します。

警告



定期交換推奨年数はこの間の電気部品および本システムの機能・性能を保証するもの
ではありません。

注意

定期交換推奨年数は取扱説明書どおりに使用し、良好な環境で使用した場合の推奨値
です。

注意

寿命部品以外の電気部品についても、経過年数変化により劣化・故障は発生します。
注意

寿命部品の交換を行う場合は、仕様や取り付け方法、設定方法に指定があります。当
社CS部門または代理店・特約店にご用命ください。

注意

寿命部品のモデルチェンジや生産中止によっては、代替品を用いることがあります。
代替品の互換性によっては、対応するための加工などが必要になることがあります。

注意

設置後年数が経つと、部品の生産中止が多くなり、寿命部品を含めた電気・電子部品
の供給ができなくなることがあります。この場合には、システムの更新（リニューア
ル）が必要となります。

注意

　11．仕様 　12．「寿命部品」の定期交換について
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種 別 連動制御盤　蓄積式 型 名 SASJ001B－R－1L

回 線 数 １ 構 成 露出壁掛型

自 主 評 定 マ ー ク 使 用 許 可 番 号 Ａ－15－2

予 備 電 源 密閉型ニッケル・カドミウム電池

回 路 電 圧

【感知器】 DC24V

【マイコン、ＩＣ、表示回路】 DC5V

【蓄電池充電回路】 DC48V

消 費 電 力 最大負荷時　約45VA

接
続
機
器

感 知 器

自動閉鎖
装置

非蓄積型煙感知器 30個（蓄積型感知器は接続できません。）

消費電流合計1A以内（DC24V）

音 響 装 置 音声警報

異常警報機能
自動断線警報機能  ： 受信機-感知器間の断線異常警報機能
各故障警報機能 　 ： 予備電源異常、回路電圧異常、ヒューズ断線、

無 電 圧 移 報 DC　  V　1A

使用温度範囲 0℃～40℃

外部配線抵抗
感知器配線

自動閉鎖装置配線 往復3Ω以下

往復50Ω以下

主 材

仕 上 げ ツヤ消し

色 調 ライトグレー（マンセル5Y8.5/1）

質 量 約2.5kg

外 形 寸 法 Ｈ×Ｗ×Ｄ＝269×162×78 mm

付 属 品 工事用予備品、蓄電池、取扱説明書、施工説明書

制御回路異常

終 端 抵 抗 10kΩ、1/2W以上

0.45Ａｈ

ここでは、寿命部品の定期交換について説明しています。

　「寿命部品」定期交換のお願い

本システムを適正に維持するためには、法で定める定期点検とともに、寿命部品の定期交
換が必要です。
本システムに使用している電気部品は、設置後の時間経過とともに劣化・磨耗していきます。
システムを更新まで適正に維持管理するためには、故障が発生した時点ではなく、予防保全
の観点から定期的に寿命部品の交換（有償）をしていただきますようお願い申し上げます。

　「寿命部品」および定期交換推奨年数

寿命部品および定期交換推奨年数を以下に示します。

部 品 名 定 期 交 換 推 奨 年 数

蓄 電 池 （ 予 備 電 源 ） 5 年

難燃性樹脂

 30 




